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DY-18 株のバイオフィルム形成性について詳しく検討するため、DY-18 株を sucrose 不含の培地で培
養し、その菌体表層を走査型電子顕微鏡で観察したところ、菌体間にバイオフィルム形成菌に特徴的
な網目様の構造物が観察できた。このことから DY-18 株は sucrose 非依存性に菌体外多糖を産生し、
バイオフィルムを形成できることが示唆された。また、培養菌液の粘度を測定して EPS の産生量を経



























伝子を検索した。その結果、バイオフィルム形成状態で DNA polymerase Ⅲ subunit beta，signal 
transduction histidine kinase，molecular chaperone をコードする遺伝子が有意に発現上昇してい
ることを明らかにした。これらの遺伝子は、DY-18 株のバイオフィルム形成に重要な役割を果たしてい
ると考えられる。 
以上，Rothia mucilaginosa DY-18株のバイオフィルム形成機構の遺伝学的背景の一端を明らかにし
た点において，本論文は博士（歯学）の学位を授与するに値すると判定した。 
なお，外国語１か国語（英語）について試問を行った結果，合格と認定した。 
 
 
 
 
 
 
